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井隆広. 敗血症性ショックにおける Extended PMX-DHP の循環動態および予後への影響. 第 67 回日

本透析医学会学術集会・総会. 横浜, 2022年 7月. 

157. 吉田鈴, 赤城祐一朗, 萬代新太郎, 安藤史顕, 森崇寧, 須佐紘一郎, 飯盛聡一郎, 内藤省太郎, 蘇原映

誠, 内田信一. COVID-19 ワクチン接種後に発症した微小変化型ネフローゼ症候群の 2 例. 第 680 回

日本内科学会関東地方会. 東京, 2022年 9月. 

158. 吉盛友子, 河﨑智樹. 一般病棟看護師への透析看護のスキルアップに関する取り組み. 第 33 回日本

急性血液浄化学会学術集会. 岐阜, 2022年 10月. 

159. 綿田水月, 山西綾香, 伊原史崇, 大橋敦希, 大下格, 前田益孝. ramucirumab 投与によりネフローゼ症

候群を発症した 1 例. 第 52回日本腎臓学会東部学術大会. 東京, 2022年 10月. 

160. 渡邉初実, 原美都, 森崇寧, 赤木祐一朗, 藤木珠美, 森雄太郎, 萬代新太郎, 安藤史顕, 須佐紘一郎, 

飯盛聡一郎, 内藤省太郎, 蘇原映誠, 頼建光, 内田信一. 成人発症の治療抵抗性微小変化型ネフロー

ゼにより維持透析に至った一例. 第 52回日本腎臓学会東部学術大会. 東京, 2022年 10月. 

 
 
[ 講演 ] 

1. Ando F. Identification of an A-Kinase Anchor Protein Essential for Urinary Concentration. The 42nd Annual 

Meeting of the Korean Society of Nephrology. Basic Science Symposium. Online,  March, 2022. 

2. Ando F. Identification of therapeutic targets for congenital nephrogenic diabetes insipidus. BENZON 

SYMPOSIUM No.66. Copenhagen, Denmark, September, 2022. 



3. Mori Y. KIM-1 mediates fatty acid uptake by renal tubular cells to promote progressive diabetic kidney disease. 

The 65th Annual Meeting of the Japanese Society of Nephrology. Kobe, Japan, June, 2022. 

4. Mori Y. KIM-1 mediates fatty acid uptake by renal tubular cells to promote progressive diabetic kidney disease. 

The 26th Scientific Session of the Society of Cardiovascular Endocrinology and Metabolism. Kyoto, Japan, 

October, 2022. 

5. Nakano Y, Mandai S, Genma T, Akagi Y, Fujiki T, Ando F, Susa K, Mori T, Iimori S, Naito S, Sohara E, Uchida 

S, Fushimi K, Rai T. Nationwide Mortality Risk Associated with Perioperative Acute Dialysis Requirement in 

Major Surgeries. 第 65回日本腎臓学会学術総会. 神戸/web, 2022年 6月. 

6. SoharaE. Understanding Cystic Kidney Disease by Comprehensive Genetic Panel Test 〜Emerging Role of 

Clinical Genetics in CKD〜. JSN/ASN Joint Symposium, The 65th Annual Meeting of the Japanese Society of 

Nephrology. Kobe, May, 2022. 

7. 安藝昇太. 腎臓病療養指導士の誕生と展望. 心/腎/代謝ネットワークミーティング, 神奈川, 2022年 4

月. 

8. 安藤史顕, 内田信一. AKAP–PKA 結合は尿量調節の創薬標的として有望である. 第 95 回日本薬理学

会年会シンポジウム, Web, 2022年 3月. 

9. 安藤史顕, 内田信一. 尿濃縮のバゾプレシン応答性を制御するアンカータンパクの発見. 第 65 回日

本腎臓学会総会シンポジウム, 神戸, 2022年 6月. 

10. 安藤亮一. 腎疾患栄養療法の最新の知見. 2022 年 JSPEN 臨床栄養代謝専門療法士セミナー（腎疾患

専門療法士セミナー）, Web, 2022年 6月. 

11. 安藤亮一. 透析室の感染対策. 第 25回血液浄化技術基礎セミナー, Web, 2022年 10-11月. 

12. 安藤亮一. COVID-19 Update. 日本透析医会 2022年度春期研修セミナー, Web, 2022年 6月. 

13. 安藤亮一. 透析療法における院内感染をどう予防するか？ 日本透析医会 2022 年度秋期研修セミナ

ー, 高松, 2022年 10月. 

14. 安藤亮一. これからの透析医療災害対策を考える～東京都の取り組み～. 第 5 回 福岡県透析医会透

析医療セミナー, 福岡, 2022年 9月. 

15. 安藤亮一. 事故と対策. 日本腎臓財団令和４年度透析療法従事職員研修, Web, 2022年 8月. 

16. 安藤亮一. 透析施設の災害対策～カリウム管理を含めた災害時の備え～. KOWA Web Conference, Web, 

2022年 1月. 

17. 安藤亮一. 血液浄化と薬剤. 2022年度血液浄化関連指定講習会, Web, 2022年 9月, 11月. 

18. 磯部清志. 日常診療と高 K血症. Hyperkalemia Online Symposium, 東京, 2022年 5月. 

19. 磯部清志. 周産期医療での腎臓内科の役割. 第 9回腎疾患病病連携の会, 東京, 2022年 10月. 

20. 大井克征. Dapagliflozinの有用性〜腎臓内科医の立場から〜. Cardio-Renal Seminar, 東京, 2022年 3月. 

21. 大井克征. カリウム代謝の生理学. 新しい時代の CKD 診療を考える, 東京, 2022年 3月. 

22. 大井克征. 保存期 CKD 患者の貧血治療〜改めて学ぶ鉄管理の重要性〜. Renal Anemia Web セミナー, 

東京, 2022年 4月. 

23. 大井克征. 腹膜透析って？〜地域で支える腹膜透析治療〜. 第 1回目黒区腹膜透析の地域連携を考え

る会, 東京, 2022年 5月. 

24. 大井克征. 腹膜透析 Q&A〜腹膜透析の疑問に答えます〜. 第 2 回目黒区腹膜透析の地域連携を考え



る会, 東京, 2022年 11月. 

25. 太田哲人. 腎臓内科医が考える高血圧治療. ARNI hypertension symposium, 東京, 2023年 2月. 

26. 大橋敦希. 腎臓内科医からみる高血圧治療. 腎臓内科領域 Hypertension symposium, Web, 2022年 4月. 

27. 大橋敦希. CKD 診療での ARNIの使用経験. 心腎連関を考える会 In草加, Web, 2022年 11月. 

28. 河﨑智樹. ロケルマでカリウム管理はどう変わる. これからの電解質管理を考える会, 東京, 2022 年

6月. 

29. 河﨑智樹. 多発性嚢胞腎における現状. 3市医師会 ADPKD学術講演会, 東京, 2022年 7月. 

30. 河﨑智樹. 実臨床における高血圧診療. 高血圧 Web Symposium in 多摩, 東京, 2022年 10月. 

31. 河﨑智樹. 地域で護る糖尿病患者の腎機能. Diabetes & Kidney Web Conference in TAMA, 東京, 2022年

12月. 

32. 佐藤英彦. 特別講演クリニカルパスについて. 東京医科大学病院クリニカルパス大会, 東京, 2022 年

2月. 

33. 正田若菜.  HIF-PH阻害薬. 小平医師会講演会, 東京, 2022年 11月. 

34. 須田伸. 腎臓内科医による貧血治療. 医療従事者のための腎性貧血オンラインセミナー, Web, 2022年

3月. 

35. 銭谷慕子． 河北健康教室 じんぞうをまもろう！ 河北健康教室, 東京, 2022年 10月. 

36. 蘇原映誠. 塩と高血圧の新知見. 文京循環器カンファレンス, Web, 2022年 2月. 

37. 蘇原映誠. 慢性腎臓病におけるエネルギーセンサーAMPK の破綻. 第 42 回日本肥満学会, 神奈川, 

2022年 3月. 

38. 蘇原映誠. 新しい塩分感受性調節機構の解明. 南茨城 Hypertension symposium, Web, 2022年 4月. 

39. 蘇原映誠. 慢性腎臓病に対するSGLT2阻害薬の新たな知見. 三鷹市医師会 糖尿病内分泌代謝研究会. 

東京, 2022年 4月. 

40. 蘇原映誠. 遺伝性腎疾患研究がもたらす新知見 〜腎生理から慢性腎臓病診療まで〜. 東京医科歯科

大学 TIP BB セミナー, Web, 2022年 5月. 

41. 蘇原映誠. 塩と高血圧の新知見 〜ARNIへの期待〜. ARNI 高血圧 Web Symposium, Web, 2022年 5月. 

42. 蘇原映誠.「腎を知る・全身を知る」〜水・ナトリウム代謝異常について〜. 最新ガイドラインから学

ぶ CKD 診療 web セミナー. Web, 2022年 7月. 

43. 蘇原映誠. 遺伝学の発展がもたらす遺伝性腎疾患診療の新戦略. CKD Forum. 名古屋, 2022年 9月. 

44. 蘇原映誠. 嚢胞性腎疾患の難病遺伝子解析研究 〜CKDに潜在する遺伝性腎疾患〜. 筑波, 2022年 10

月. 

45. 蘇原 映誠、森 崇寧、藤丸 拓也、内田 信一. 慢性腎臓病に潜在する尿細管疾患. 第 52回日本腎臓学

会東部学術大会 シンポジウム「腎臓学の進歩 2022」. 東京, 2022年 10月. 

46. 高橋大栄. 高齢化時代の CKD-MBD 管理を考える. CKD-MBD治療Meeting, 東京, 2022年 1月. 

47. 高橋大栄. HIF-PH阻害薬による保存期 CKD 管理の変化. 腎性貧血 Up to date, 東京, 2022年 3月. 

48. 高橋大栄. CKD 診療における病診連携の必要性. 腎臓病と循環器疾患 Online Meeting, 東京, 2022年 5

月. 

49. 高橋大栄. かかりつけ医のための腎性貧血の診かた. 西東京市医師会学術講演会, 東京, 2022年 7月. 

50. 高橋大栄. 腎臓内科医の立場から考える腎性貧血. 腎性貧血Web セミナー, 東京, 2022年 9月. 



51. 高橋大栄. かかりつけ医のための腎性貧血 update. ダーブロック錠北多摩エリア発売 2周年記念Web

セミナー, 東京, 2022年 9月. 

52. 高橋大栄. 腎性貧血の最近の話題. CKD special seminar, 東京, 2022年 10月. 

53. 高橋大栄. Cardio-Renal Benefits を鑑みたこれからの医療連携. Scientific Exchange Meeting ~Cardio-

Renal Benefits を鑑みたこれからの医療連携~, 東京, 2022年 11月. 

54. 高橋大栄. 腎臓専門医からみる DKD 診療. 第 3回 TAMA Diabetes ＆ Kidney Conference, 東京, 2022

年 12月. 

55. 髙橋直宏. 腎性貧血治療について. 武蔵野市医師会学術講演会, 東京, 2022年 1月. 

56. 田中智美. CKDの現状と治療戦略～CKD 病診連携の活性化に向けて～. CKD Online Seminar 2022 in 

城東, 東京, 2022年 2月. 

57. 田中啓之. STOP G5 ~CKD地域連携への取り組み~. 第 12回腎疾患談話会, 神奈川, 2022年 3月. 

58. 田中啓之. サルコペニアの栄養管理. アボットジャパン社内講演会, 神奈川/Web, 2022年 7月. 

59. 田中啓之. CKD 重症化予防プログラムの推進について〜特定健診〜. 第 2 回 CKD 診療 Up to date., 

神奈川, 2022年 7月. 

60. 田中啓之. CKD 診療に新薬をどのよう活かすか？ 横須賀・三浦内科医会学術講演会, 神奈川, 2022年

9月. 

61. 田中啓之. CKDにおける栄養療法の課題. アステラス株式会社社内講演会, 神奈川, 2022年 9月. 

62. 田中啓之. CKD 患者に効果的介入をおこなうために. アストラゼネカ株式会社社内講演会, 神奈川, 

2022年 9月. 

63. 田中啓之. 今、求められる病診連携. CKD with diabetes Fronteier  Seminar, 神奈川/Web, 2022年 10月. 

64. 田中啓之. CKD 診療の課題. 横須賀 CKD セミナー, 神奈川/Web, 2022年 11月. 

65. 土岐徳義. 腎臓内科医から診る貧血治療. 府中市医師会学術講演会, 府中, 2022年 11月. 

66. 野田裕美. 中野区での感染対策/災害対策について. 東京都区部災害時透析医療ネットワーク区西部

災害対策連携講演会, 東京, 2022年 3月. 

67. 羽田学. 成人腎臓内科医から見た逆流性腎症. 第 29回日本逆流性腎症フォーラム, 府中, 2022年 2月. 

68. 平澤卓. CKD 診療の実際と内服療法のポイント. CKD連携 web セミナーin横須賀, 神奈川/Web, 2022

年 6月. 

69. 藤澤一. 腎臓専門医からみた腎性貧血治療について. 横浜 CKD連携会, 横浜, 2022年 7月. 

70. 藤丸拓也. 多発性嚢胞腎 up to date 病態(総論). 第 57回日本小児腎臓病学会学術集会, 沖縄, 2022年 5

月. 

71. 古橋健太. 腎性貧血の診断と治療. 国分寺 CKDWEB セミナー, 国分寺, 2022年 10月. 

72. 古橋健太. 腎性貧血の診断と治療. 第 9回腎疾患病病連携の会, 新宿, 2022年 10月. 

73. 前田益孝. PTH, a uremic toxin? ウパシタ新発売記念講演会, 茨城, 2022年 1月. 

74. 前田益孝. 腎性貧血の診断と治療～ Pragmatic approaches～. 猿島郡医師会学術講演会, 茨城, 2022年

5月. 

75. 前田益孝. 腎性貧血の診断と治療～ Pragmatic approaches～. CKD疾患 Web セミナー, 茨城, 2022年 5

月. 

76. 前田益孝. 腎性貧血の診断と治療～ Pragmatic approaches～. 地域で診る CKD 診療, 茨城, 2022 年 9



月. 

77. 萬代新太郎. SGLT2 阻害薬とサルコペニア―サルコペニアと関連し得る薬剤―. 第 12 回日本腎臓リ

ハビリテーション学会学術集会シンポジウム, 岡山, 2022年 3月. 

78. 森崇寧, 藤丸拓也, 蘇原映誠. [シンポジウム] 嚢胞性腎疾患ならびに遺伝性尿細管間質性腎疾患に対

する遺伝子診断の実際. 第 65回日本腎臓学会学術総会, 神戸, 2022年 6月. 

79. 森崇寧 . 日常臨床で遭遇する遺伝性カリウム代謝異常〜ロケルマの有用性と実際の治療〜 . 

Hyperkalemia Online Symposium, 東京/Web, 2022年 5月. 

80. 森雄太郎. KIM-1 による脂肪酸結合アルブミンの取り込みが腎障害を促進させる. 第 59 回新潟腎カ

ンファランス, 新潟, 2022年 2月. 

81. 森雄太郎. KIM-1による尿細管上皮細胞への脂肪酸結合アルブミンの取り込みが糖尿病性腎臓病を促

進させる. 第 65回日本腎臓学会学術総会, 神戸, 2022年 6月. 

82. 森雄太郎. KIM-1による脂肪酸結合アルブミンの尿細管上皮への取り込みが糖尿病性腎臓病を促進さ

せる. 第 2回研究者・学生の交流の会（Meetup）, 東京, 2022年 6月. 

83. 森雄太郎. 糖尿病性腎臓病の克服を目指して -病態解明と新薬開発の試み-. DKD seminar 2022, 東京, 

2022年 7月. 

84. 森雄太郎. 糖尿病性腎臓病を中心とした新規のCKD進展メカニズム. Scientific Exchange Meeting CKD

診療の Up to Date, 東京, 2022年 10月. 

85. 森雄太郎. KIM-1による脂肪酸アルブミンの腎上皮への取り込みが糖尿病性腎臓病を増悪させる. 第

95回日本生化学会大会, 名古屋, 2022年 11月. 

 
 
[ 研究助成金 ] 

1. Bonventre JV, Ichimura T, Nasr ML, Mori Y, Sun X. NATIONAL INSTITUTE OF DIABETES AND 

DIGESTIVE AND KIDNEY DISEASES R01 「Kidney Injury Molecule-1 in Epithelial Repair」. 

2. 安藤史顕. 日本医療研究開発機構(AMED) 難治性疾患実用化研究事業希少難治性疾患の克服に結び

つく病態解明研究 「先天性腎性尿崩症と分類不能型免疫不全症に共通する LRBA 依存性膜輸送機

構の解明」. 

3. 安藤史顕. 科学研究費補助金基盤（B） 「PKA関連疾患の病態解明と治療薬開発」. 

4. 安藤史顕. 東京医科歯科大学 重点領域研究 「先天性腎性尿崩症と原発性免疫不全症候群に共通す

る病態の解明」. 

5. 安藤史顕. 武田科学振興財団 医学系研究継続助成 「新規 PKA制御法による疾患治療への応用」. 

6. 安藤史顕. 持田記念医学薬学振興財団  研究助成金 「高血圧症と免疫不全症に共通する病態の解明」. 

7. 飯盛聡一郎. 第一三共寄付プログラム 「１．慢性腎臓病に潜在する遺伝性腎疾患の実態の網羅的遺

伝子解析による解明に関する研究 ２．慢性腎臓病におけるカリウム摂取量による予後の解明に関

する研究」. 

8. 内田信一. 科学研究費補助金 基盤（B） 「病態に直結する PKAシグナル伝達機構の解明と治療法開

発」. 

9. 内田信一. 厚生労働科学研究費補助金 「間脳下垂体機能障害に関する調査研究」. 



10. 須佐紘一郎. 日本医療研究開発機構 (AMED) 腎疾患実用化研究事業 「腎臓オルガノイドを用いた

腎線維化修飾遺伝子の探索」. 

11. 須佐紘一郎. 科学研究費補助金 基盤(C) 「腎臓オルガノイドを用いた腎線維化増悪因子の探索」. 

12. 鈴木聡一郎. 上原記念生命科学財団ポストドクトラルフェローシップⅠ 「微小変化型ネフローゼ症

候群の病態における自己免疫の役割の解明」. 

13. 蘇原映誠. 科学研究費補助金 挑戦的研究(萌芽) 「腎オルガノイドを用いた Forward Geneticによる腎

線維化制御機構の探索」. 

14. 蘇原映誠. 日本医療研究開発機構 (AMED) 希少難治性疾患の病態解明研究（病態解明）「遺伝性腎線

維化症ネフロン癆の病態解明と新規治療法開発」. 

15. 高橋直宏. 科学研究費補助金基盤 研究活動スタート支援 「腎組織リピドミクスを用いた慢性腎臓

病の病態解明および新規治療薬の開発」. 

16. 七松東. 武田科学振興財団 海外研究留学助成 「ウロモジュリン基底膜側分泌機序の解明による急性

腎障害の治療法開発」. 

17. 野田裕美. 科学研究費補助金 基盤（C） 「アクアポリンナノディスク法による水チャネル直接阻害

薬の開発 」. 

18. 藤木珠美. 科学研究費補助金基盤 研究活動スタート支援 「PKA直接活性化法を用いた肥満症の病

態解明および新規治療薬の開発」. 

19. 藤丸拓也. 科学研究費補助金 若手研究 「成人慢性腎臓病患者におけるネフロン癆の臨床的特徴と病

態生理の解明」. 

20. 松浦喜明. 科学研究費補助金基盤 若手研究 「ALOX15 を軸とした腎内脂質メディエーターの網羅

的解析と慢性腎臓病への応用」. 

21. 萬代新太郎. 科学技術振興機構 JST 創発的研究支援事業 「循環細胞外小胞の制御によるサルコペ

ニア・慢性腎臓病の克服」. 

22. 萬代新太郎. 科学研究費補助金基盤（B） 「細胞外小胞を介した慢性腎臓病によるサルコペニア・腎

性老化の全容解明」. 

23. 萬代新太郎. 東京医科歯科大学 次世代研究者育成ユニット 「循環細胞外小胞を標的とした慢性腎

臓病・腎性老化の分子病態解明」. 

24. 萬代新太郎. 武田科学振興財団 医学系研究助成 「慢性腎臓病における循環細胞外小胞を標的とし

た血管石灰化の病態解明と治療戦略の構築」. 

25. 森崇寧. 科学研究費補助金 基盤（C） 「ウロモジュリンの生理的制御メカニズムと病態生理学的機

序の解明」. 

26. 森雄太郎. 文部科学省卓越研究員事業 「細胞老化と免疫チェックポイント分子をターゲットとした

慢性腎臓病の病態解明および新規創薬」. 

27. 森雄太郎. 日本学術振興会 科学研究費助成事業 研究活動スタート支援 「尿細管オルガノイドによ

る semi-personalized 病態モデルの構築」. 

28. 森雄太郎. 日本学術振興会 海外特別研究員 「KIM-1と遊離脂肪酸をターゲットとした糖尿病性腎臓

病の新規治療薬の開発」. 

29. 森雄太郎. バイエル薬品株式会社 2022年 バイエル薬品アカデミックサポート 「細胞老化と免疫チ



ェックポイント分子をターゲットとした慢性腎臓病の病態解明」. 

30. 森雄太郎, 森槙子. 東京医科歯科大学オープンイノベーション機構 イノベーションアイデアコンテ

スト 「初代培養オルガノイドによる薬剤テスト」. 
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